
アクション項目　整理表

アクション項目番号 ①－１５

名称 防潮堤耐震化の推進

アクション目標 堤内地の浸水被害の防止

目的 市民および港湾労働者が避難する堤内地の浸水対策

実施主体 国 なし

府 大阪府都市整備部河川室、大阪府西大阪治水事務所

市 大阪市港湾局、大阪市建設局

関係機関 臨港４区役所、危機管理室

市民 なし

関連機関

・対象者：市民、港湾事業者（港湾労働者）および来訪者

対象者 ・対象施設：防潮堤（堤防）

対象施設

現状の取り組み

アクション内容

検討すべき項目

達成期間 期間 長期（１０年）

内訳 1年目：堤防耐震化推進PTによる整備計画の検討（整備の優先順位）、堤防整備に関わる調査・設計、工事の実施

２年目以降：堤防整備に関わる調査・設計、工事の実施

（１年目：26年度）

関連するアクション項目

【現状の取り組み】

(1)　大阪府防災会議「南海トラフ巨大地震土木構造物耐震対策検討部会」（H25.10.31)において示された
「防潮堤の対策に係る重点化と優先順位の考え方」に基づき、南海トラフ巨大地震対策【津波等浸水対策】
府市検討チームにおいて、耐震対策が必要な堤防延長および整備のスケジュール等について合意。
（H25.11.12）
　
(2)　府市検討チームの検討結果を踏まえ、大阪市においては、堤防の耐震化を推進するため、堤防耐震化
推進プロジェクトチームを立ち上げ（H26.1.21）、整備の優先順位（短期・中期・長期）について、現在、検討作
業中。

【ｱｸｼｮﾝ内容】
・　大阪市港湾局が所管する防潮堤のうち、延長約33kmについて、耐震化整備を実施する。
・　大阪市建設局が所管する堤防のうち、延長約3kmについて、耐震化整備を実施する。
・　大阪府西大阪治水事務所が所管する堤防のうち、延長約　　kmについて、耐震化整備を実施する。

【検討すべき内容】
・　選択と集中による整備計画の検討（府市検討チーム・大阪市堤防耐震化推進プロジェクトチーム）
・　経済的な対策工法の検討（新技術の調査、各工法の費用比較）
・　府市連携した国への予算要望、国の補正の積極的な活用


